
 

 

 

 
 

 

平成 30年度を迎えて 
校長 堀内 雅之 

 
4月6日の始業式、4月9日の入学式を終え、平成30年度が本格的にスタートいたしました。保護者、地域の皆様に

は平素より本校の教育活動にご理解とご支援を賜り誠にありがとうございます。本年度もよろしくお願いいたします。

新学期の開始にあたり、生徒や保護者の皆様に申し上げたいことを、先日の入学式で式辞としてご出席の皆様に申し上

げました。同様に新 2・3 年生の保護者の皆様、そして地域の皆様にもお伝えしたいと考え、以下その内容を掲載いた

します。 

平成30年度 入学式式辞 

満開だった桜も一部葉桜の趣となり、季節の移り変わりを感じる頃となりました。今日のこのよき日に清瀬市立清瀬第五中

学校第三十八回入学式を挙行するにあたり、清瀬市教育委員会教育長 坂田 篤様をはじめ、日頃から本校に温かいお心をお

寄せくださっているご来賓の皆さま、ならびに保護者の皆さまのご臨席を賜り、心より厚くお礼申し上げます。 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんは只今、担任の先生から一人一人名前を呼ばれ、元気に返事をしま

した。そのりりしい姿に、私は皆さんの中学校生活に対する大きな希望とかたい決意を感じ、大変うれしく思いました。その

皆さんがこれから中学校生活を始めるにあたり、お話をしたいことがあります。それは、「学校とは何をするところなのか」

ということです。「学校は何をするところか」･･･これは当然のことですが、「学校は勉強をするところ」です。新しい知識を

学び、それを役立てることができたとき、人は大きな感動を覚え、喜びを感じます。特に皆さんのような感性豊かな年代に学

んだこと、身に付けたことが、将来どれだけ役に立ち、自分を成長させる基礎となることか。この清瀬第五中学校で、一生の

宝となるような勉強に取り組んでください。 

次に、「学校とは、出会いを経験する場である」ということです。先生との出会い、友達との出会い、読書などを通したま

だ見ぬ世界との出会い。こうした出会いを経験するには、自分自身の前向きな「努力」が必要です。どうか、いろいろな経験

を積む中で、自分がどのようなことに興味があり、どのようなことに夢中になれるのか、それを見付けてほしいと思います。

それは、中学校卒業後、あなた自身の将来を見つめることにつながります。 

そして最後にもうひとつ。同じ学校でも小学校と中学校は違うということです。小学校６年間と中学校３年間を併せて義務

教育といいます。小学校を卒業した人は全員中学校に進学します。しかし中学校を卒業した後は、これは義務教育ではありま

せんから、高校へ行く人もいれば、就職して働く人もいます。つまり中学校では、卒業した後に社会に出ても困らないように

勉強をしたり、様々な経験を積んだりしていかなければならないのです。小学生の時は担任の先生や保護者の方が丁寧にお世

話をしてくださったと思います。しかし中学校はちょっと違います。一人の大人として接することが多くなります。そうする

と中には、小学校と比べて厳しいなあと思うことがあるかもしれません。しかし、それは皆さんを子供扱いせず、一人の大人

として信頼し、大きな期待をもって接しているからなのです。慣れないうちは戸惑うことも多いかもしれません。しかし、そ

れは大人への第一歩だと思って頑張っていってください。 

さて、ここで保護者の皆様にごあいさつとお願いを申し上げます。本日はお子様のご入学まことにおめでとうございます。

六年前、大きなランドセルを背負って小学校の校門をくぐったお子様は、本日立派に中学生としての第一歩を踏み出されまし

た。中学校の三年間は小学校の六年間とは異なり、いわゆる思春期と呼ばれる、体も心も大きく成長する三年間です。そのよ

うな時期だからこそ、大人の適切なアドバイスが必要となってまいります。 

そこでまず、中学生になったので手がかからなくなった、楽になったと思わないでください。中学生だからこそ、将来の目

標となる大人が近くにいなくてはなりません。小学生の時と同じように接する必要はありませんが、いざという時には必ずそ

ばにいて見守ってください。 そして、挨拶や返事がしっかりできるように習慣づけてください。清瀬五中の生徒は、あいさ

つがとてもよくできると地域の方からお褒めの言葉をいただいているそうです。大変ありがたいことです。挨拶は人と人との

出会い、一日の始まりの第一歩です。あいさつにはじまる基本的なコミュニケーション能力が身についた生徒ほど、豊かな出

会い、豊かな経験に恵まれます。そのことがお子様の毎日を充実したものにし、健やかな成長に大きく寄与いたします。 

 お願い事が多くなってしまい、申し訳ありません。しかし「子供にとって幸せになってほしい」「しっかりとした学力を身

につけてほしい」と願わない親や教師はおりません。 

本校はお子様がもっている優れた力や良いところを見出し、その良さを伸ばすように努めてまいります。もし、ご心配やお

気付きのことがございましたら、どうぞ遠慮なくご相談ください。 

それでは新入生の皆さん、元気にしっかりと勉強に運動に励んでいきましょう。以上をもちまして入学式式辞といたします。 

平成三十年  四月 九日 清瀬市立清瀬第五中学校校長   堀内 雅之 
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【教職員の異動等】 

 

◇転 出      校 長       小池雄志郎（本校在職４年） 清瀬市立清瀬中学校 へ 

     事務主査      岸 正人 （本校在職１年） 武蔵野市立第四中学校へ 

栄養士       田久保洋子（本校在職２年） 清瀬市立清瀬第八小学校へ 

 

◇転 入      校 長       堀内 雅之         練馬区立練馬中学校 から 

     教 諭       三浦 智哉         新規採用 

     非常勤職員      松村 惇           清瀬市教育委員会 から 

事 務       今井 昭男 

栄養士       矢島 紘子         清瀬市立清瀬第八小学校から 

スクールサポートスタッフ  菅波 優子 

 

 

平成 30年度 教職員組織 よろしくお願いします。 

 
校 長 堀内雅之  副校長 蓮池 和彦 

１年Ａ組 担任 武田みどり（音楽） 

１年Ｂ組 担任 屬  希美（社会） 

１年Ｃ組 担任 角屋 仁志（保体）生活指導主任 

１年Ａ組  副担任 三浦 智哉（国語） 

１年Ｂ組  副担任 小島 崇史（英語）学年主任 

１年Ｃ組  副担任 吉野 美穂（国語） 

２年Ａ組 担任 二宮 智徳（美術）学年主任 

２年Ｂ組 担任 太田紗弥香（理科） 

特別支援教育コーディネーター 

２年Ｃ組 担任 髙嶋 美聖（家庭） 

２年Ａ組  副担任 山口江美子（英語） 

２年ＢＣ組 副担任 竿山 公洋（数学）教務主任 

３年Ａ組 担任 薄井 友宏（理科）進路指導主任 

３年Ｂ組 担任 宮下 美月（国語） 

３年Ｃ組 担任 白石 順子（数学） 

３年Ａ組  副担任 横山 泰子（保体） 

３年Ｂ組  副担任 堀田 耕平（数学）学年主任 

３年Ｃ組  副担任 伊藤 潔  （英語） 

保健室      相馬香代子（養護）保健主任・特別支援教育コーディネーター 

非常勤教員   鷲嶺美奈子（保体）副校長補佐・学習指導 

非常勤職員   松村 惇     副校長補佐 

非常勤講師   井口 雅宏（保体） 

非常勤講師   栗林 郁実（社会） 

非常勤講師   西川 健司（技術） 

非常勤講師   鳥海 晶紀（数学） 

非常勤講師   小澤 明子（理科） 

事 務  今井 昭男 ・ 石井美智子 

用 務  星野 文子 

栄養士  矢島 紘子 

スクールサポートスタッフ   菅波 優子 

スクールカウンセラー  堀切 謙太 

給食調理    株式会社レクトン 

 

＜生徒名前及び写真等の掲載について＞ 
 

学校だよりやホームページ等に生徒の作品や写真などを掲載し、学校での様子をお知らせする場合があります。名前

や写真の掲載を望まない場合は右記までご連絡ください。     【連絡先】 副校長 蓮池和彦 042-492-6315 

 

 

【５月の主な行事予定】※４月の行事予定につきましては別途配布する月行事予定表をご覧ください。 

 
２日（水）離任式          １１日（金）中間考査 

  ２３日（水）運動会予行（雨天順延）  ２６日（土）運動会（雨天順延）      ２８日（月）振替休業日 

 

 

 

 


